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係は復興のあり方 と大 きく係わることが指摘 されてきた。個々の地域や家族の被災状
況が均質ではないことを考慮すると、復興過程のみならず大規模災害自体の認識、災
害経験の方向付けという点においても地域差や個人差が生じる。オリヴァー=ス ミス
とホフマ ンがカタス トロフィと文化の関連に関して指摘するように、災害が生 じると
それに対 して適応が行われるとともに、またそれに関連して文化の変化を引き起こす
力が起動される。つま り災害は文化変容を引 き起こす大きな要因なのである[オ リ
















まった1)。しかし、村外に居住、あるいはたまたま村外 に出ていた家族 ・親族 ・親戚
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や友人の多 くが津波の犠牲 となり、また瞬く間に広がった情報で未曾有の被害を目の









礎 にある価値体系を考察 しようとするものである。そこか ら生活の立て直 しに向けて、
仏教と神信仰を彼 らの論理で読み替えようとする人々の行動様式が見えて くる。








1津 波被災 と奇跡そ して 「仏教の勝利」







も巻 き込んだ激闘で指導者や幹部の多 くを殺害 して20年以上続いた内戦の終結を宣
言した。長期にわたる内戦に疲弊 していた国民は政府による言論弾圧に不安を抱きな
がらも、戦争終結を歓迎 した。この気分に乗 じた政府は津波復興 と戦災復興とを連携
させながら、かつてのLTTE支配地においても大規模開発 を進めていった。 しかし
それは、平穏な生活を取 り戻す というような生活再建 より、港、道路、橋の建設や拡
張という巨大土木工事を伴う開発 とy・う可視的なもので、強い政府や国家を演出する
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意図をもったものである。LTTEを撃退 したということは 「シンハ ラ仏教徒が敵で











王の妃が僧侶に変装 した愛人 との逢い引きを画策していたが、そのことを王が知 り、











たん南部のルフナ(ロ ーハナ)地 方に逃れ、ここで再起をはかると再び中央を攻略 し
て王権を奪還するのが常であった。 ドゥトゥギャムヌ王(在位は紀元前161～137年)
も南インドのチ ョーラ王朝に王都を攻略されたが、ルフナに逃れ、再起 して都を攻め、
















(内陸部まで海の水が侵入 したという)津波、そ して進行中の民族をめぐる政治 と相
互に関連 しているということである[GAMBURD2010:81-82]。シンハ ラ人はシン



















るか らだ と、教区の牧師が語った。津波後は瓦礫の中に忽然 と立つ仏陀像、キリス ト
像やマリア像の写真 も掲載された。また、人々や多 くのものが流 されたが、宗教施設
や像は奇跡的に残った、宗教施設内で礼i拝していた人々は施設周囲に巡らされた高い





杉本(星)・サガヤラージ ・杉本(良)は インドの津波被災地タミル ・ナ ドゥでの
奇跡課の多 くを報告 し、それが多宗教地域では宗教問の軋礫 にまで発展する可能性が
あることも指摘 している[SUGIMOTO・SAGAYARAJ・SUGIMOTO2011]。多宗
教国家であるスリランカでも同様の例がみられる。津波の被害をほとんど受けなかっ
たス リランカ北西岸に住むカ トリック漁民は、津波で亡 くなった多 くの仏教徒漁民の
運命に同情 しつつ も、同じカース トに属 しながら仏陀に護られなかった仏教徒漁民に






とする人が住民の大半 をしめる東南岸では内戦 と津波で多 くの人命が失われ、 さら
に住民はその後 も続いた内戦による日常的恐怖の中で生 きてきたが、当地域ではヒン
ドゥー、カ トリック、イスラムの宗教が信仰 されている。LAWRENCEはヒンドゥー
教徒 とカトリック教徒が居住するある村の例を報告 している。 この村には聖母マリア
を祀る教会とヒンドゥー女神を祀る神社があるが、津波直前に現れたヒンドゥー女神
の預言(明 日海の水が来る)を 深刻 に受け止めなかった人々が津波の犠牲 となった
(LAWRENCE2010:89-90)。さらにこれまで信仰 してきたヒン ドゥー女神が津波
の際に自分の家族を護って くれなかったことに怒 り、別の場所に建っているカ トリッ













祠には多 くの神々が祀 られている。シンハ ラ社会であっても祀られる神々には地域的
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相違があ り、南部ではヴィシュヌ、 カタラガマ、サマンなどの神が普遍的に祀 られ、
さらにパッティニ女神 なども祀 られる。いずれの神 もヒンドゥーの神 というよりも、
仏陀のワラン(仏陀から権威 を委譲 されている状態)を 受けた存在だとされ、仏陀を
頂点 とする位階制のなかに組み込まれている。
また近年ではカーリー女神 も祀 られることが多 くなった。カー リー女神は ヒン
ドゥーの女神であり、 タミル人の聞では、村落を様々な災厄か ら護って くれると同
時にそれを脅かすもの とされる。田中による西岸のタミル漁村の報告では、19世紀
中期 より個人に愚依 したカーリー女神 を祀る村落祭祀が行われている。田中によれ
ば当該村 のカーリー女神が個人に愚依 し、その正体が曖昧なため村人を説得するた
























仏教徒がとくに矛盾 を感じることなく、あるいは感 じることを拒否 しているかのよう
に新たな崇拝の対象 となっている。2人は、すでに1988年に、今後都市部で急激に

































作 られるとき、 もっぱらタルナウェラ浜を利用する漁家 を集めてタルナウェラ漁業協
同組合が組織された。その後漁協は改変や再組織化が行われたが、基本的には当初に
成立 した漁協構成世帯は維持されてきたため、 タルナウェラ浜を共通の出漁場 とする
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一定のまとまりのある漁家の集合体であるタルナウェラ漁業集落が成立している。広
大でかつては地曳網漁も行われ、動力船所有者 も多 く水揚げも多 く裕福な漁家が多い
ロクウェラ浜に開けたロクウェラ漁業集落とは異なり、タルナウェラでの漁業は小型
の伝統漁船(オ ルワ)に よる沿岸 刺網漁や釣 り漁が中心である。筆者が調査を開始し
た1980年代の漁家数は126世帯であ り、動力船、伝統船を問わず漁船を所有してい
るのは半数弱にすぎなかった。そのため、タルナウェラの漁民は漁船所有者を除くと
誰かの漁船に乗船 して操業 を行ってきた。多 くは村外の漁業基地に出かけ、乗組員 と
して雇われるのが一般的であるが、村にとどまって沿岸での漁業にのみ従事する漁民
もいる。数ヶ月間村外の漁業基地で働いた後に、村 に戻 って移動の好機を眺めなが ら
沿岸漁業に従事する漁民 もいる。政府の水産業振興策で新大型漁港の建設や遠洋での
操業が可能な大型動力漁船の隻数は増えているが、 タルナウェラのように漁港の建設






















2000年代初め頃まで、タルナウェラには数人の比較的有力 な魚商がお り、彼 らが














生活の細部にまでわたって村をまとめ、多 くの漁家から信頼 されていた魚商がな くな





移動を中止するか、東岸で唯一政府軍が掌握 していた トリンコマリー漁港 を基地に操
業を行っていた。また当地には多 くのタルナウェラ出身者が定住 していた。しか し、
当地近辺でも時折戦闘が行われ、一部の家族はタルナウェラに避難するか、あるいは










が減少 し、貧困世帯 を対象 とする政府の補助金支給が漁家の家計を支え、また人々を
まとめるリーダー不在 という閉塞状況であったといえる。
2仏 陀像の安置場建設まで
タルナウェラ浜の背後の住宅地の中を流れる小川が浜の西端 にそそ ぐあた りに、
1980年代半ばに男性が菩提樹 の苗木を植えた。近隣の寺にあった菩提樹か ら折れて
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落ちた枝 を持ち帰 り苗木 として植 えたのである。 この苗木が生育 し、緑の木陰が形
成 されるほど成長した2003年頃か ら、根元に誰 ともなく、家内で祀って古 くなった





とんどが被災 し多 くの人命が失われたのに、 タルナウェラ浜で人命が失われなかっ
たのは、この菩提樹 と仏像のおかげであるということになり、直後か ら苗木を植 え
た男性の親族や友人が菩提樹供養を始めた。やがて菩提樹 の周囲を囲って、小祠 を
建て、仏陀像を奉納 しようという話が出て きた。まずは菩提樹囲い(ボLコ メクク
菩提樹 を囲むように立てられる囲い)建設のために、 タルナウェラ漁協の幹部や友人
たちも加 わり、委員会(・ゲミタニイヤ)が組織 された。委員会は寄金を各家庭か ら集め、
津波から4ヶ 月後の2005年3月末には囲いが完成 し、2006年中旬 には仏陀を安置す
るガラス張 りの小祠も完成 し、仏陀を安置し、ダクヌガマ村にある4寺 の僧侶全員(計









とい うが、中心になって建立を完成 させたのはBや その友人たちである。住民によ
れば仏陀像建立 とセットでカーリー女神像建立が語 られ始めた。津波以前からAな
どの年配者が、「そろそろ我 々の浜にもカーリー女神 をおいたほうがいいのではない
か」 と言 っていた。Aは 津波前に東北海岸の トリンコマリーで病死 したが、Aと 友
人関係であったBの 父が、津波後にAが かねてより言っていたことを思い出した。
Bの父はその後病気になったのでBが カーリー神殿の建立を積極的に進め像 を購入
した。さらに寄付 を集めて神祠の建設や周囲の整備の協力 も求めた。Bに よれば工事
費のみで10万ルピー(日 本円で8万5千 円ほど)の費用はタルナウェラの人々の寄
付でまかなわれた。女神像は近隣…村の神像・神絵製作者に依頼 して4000Rsで購入 した。





2007年6月に小祠が完成 し、カーリー女神像の開眼式を実施 した。神祠 に祀 られる
神の世話をする司祭(矛 クラ ーク)を 呼び、時間を見ながら、女神の邪視(クズ ・メ"





娘の息子Dが7-7fr一ダ(神 が懸依 しやすい体質)を 持ってお り、彼 を浜に連れて
いき、カーリー女神をどこにおけばいいか尋ねたこともあったという。Dは 鳥の血を
飲み、アー〃 一ダ(愚 依状態)に なって、カーリー女神の像の左手と目の作 り方が悪
い、左肘の形もおか しい、つ くりなおしたほうがいいと言った。しかし、すでに像は




























岸で大漁 したか らである。 しかし、沿岸域の漁獲が減少 し、動力船での出漁が増加 し、




















年頃から現在(2011年9月)まで番役 をしているTは 菩提樹囲いをつ くったときも
率先 して働 き、 自宅でも複数の神 を祀 り、自分が番役になった らいい という気持ちに
なった。なった後で前 と生活がさほど変わったわけではないが、夕方4時 頃になると
必ず浜に行 き、儀礼を実習しなければ落ち着かない。身体の調子が悪い ときは誰かに











建立前 に若干の不一致があ りなが らも、いったんタルナウェラに建立 されたカー
リー女神であるが、その後住民の間にその処遇をめぐり不安が生 じている。住民の困
惑の要因は以下の点である。
① 建立 され たカー リー女神 の妥 当性:カ ー リー は本 来7種 類 あ るが、 タルナ ウ ェ
ラで はその うちのバ ドゥラ・カー リー(カー リー女神 の1側 面 である吉祥性 の カー
リー女神)を建 立 した。 しか し、後 日判 明 した ところでは、本 当はシュワ・カー リー
16)が最適で ある らしい。 シュワ ・カー リーは血が大好 きで最 も血 を欲 してい る。
漁民 にはこの カー リーが最適 なのだが、依頼 したところバ ドゥラ・カー リー を持 っ
て きた。本来 は7種 類 のカー リーが あればいいが、 そ うすれば朝 晩厳格 に儀礼 を
実施 しなけれ ばな らない。近 隣村 の専 門家(神 像 や神絵 の製作者)に 依頼 してつ
くって もらう ときに、漁民 にとって最適 なカー リー は何か と問うた ところ、バ ドゥ
ラ ・カー リーが いい とい う答 えであったために納得 した。 しか し、 この カー リー
は不適当か もしれ ない。 なぜ な ら、大漁す るには吉祥性 のカー リーではな く、血
や殺 しと関係 のあるシュワ ・カー リーが適 しているか らである。
② カーリー女神建立に際 しての依頼先の妥当性:タ ルナウェラの人々が絶 えず羨望











ダからわざわざ司祭や儀礼用の踊 り手も15名ほど呼ぶが、彼 らは必ず トランス



















祀ろう」 という年長者の発言が きっかけとなったように、各地に移動する彼 らがコロ
ンボやその近郊で近年になって崇拝 されるようになってきたカーリー女神の影響を受
けたのか もしれない。ゴンブリッチとオベーセーケラが指摘するようにカタラガマの








いる。いずれにせよ、2人の20年以上 も前の 「今後カーリー女神が村に浸透 してい
くだろう」 との予言は的中した。都市では崇拝者の多 くが個人的な関係でカーリー女
神のもとにやってくるのに対 し、 タルナウェラでは、当初は数人の個人が自発的に工
事を開始 し、多少の抵抗 もあったにせ よ、最 も人々の行 き交 う浜に建立され、番役 に
管理 をまかせているものの浜に鎮座する女神 として住民が共有する神 となった。7,グ
ターメグィ〃 という共同体的な村落祭祀は実施 されなくなったが、それに代わるもの、
































1)イ ン ド洋地震津波 の概 要 とタルナ ウェラの被 害 に関 しては[高 桑2009]を参照 。本稿で論ず る地名であ
るダクヌガマ村 、タルナウェラ、ロクウェラはいずれ も架空の名である。
2)独 立以降、主 として北 部や東部 に住 むタ ミル人は、政府 のシンハラ化政策 に対抗 して きたが、1983年の
シンハラ人 による反タ ミル暴動 を きっかけ と して、タ ミル人の一部 は北部 と東部 の分 離独立 を目指 す武
装 闘争 を繰 り広 げるようになった。武装勢力 のなかでLTTEは一貫 して政府 との対決姿勢 を貫 き、北部
や東部 に住 む住民 は2009年に政府が 戦争終結 を宣言する まで 日常的戦闘状態の中で暮 らした。
3)ス ペ ンサーは、マス デモク ラシー実践 の中での非 シンハ ラ的要素の排 除にふれ、南 アジアの村落社会 に
お ける政治暴力の動態 を考察 しているが、ア カデ ミズ ムの領域 にお いて も反戦や和平 を提 唱す る研究者








を求め る研究者や ジャーナ リス トをLTTE寄 りである と決めつ けるな ど、彼 らへの暴力 も 日常化 してい
た。
国際空港の拡張 、架橋 工事、 コロンボ と南岸の マータラ市 を結ぶ高 速道路の建設 や多 目的港 の整備 な ど
に加 えて、現政権 は中国 との経済協 力 を積極 的に進め、大統領 の出身県 に大規模 な国際ハ ブ港や 国際空
港 の建 設 を進 めている。港の建設 によ り沿岸 に住 む多 くの家族が 内陸に移動 したが、その移動先 の住宅
団地は津波被災者 の移 動地 と同 じ場所 にあ る。 もと もと津波被災家族 の恒久住宅 地 として建設 された団
地 は、港建設 による立退 き家族 の移転先 ともなっていった。
JICAが多 目的漁港 を当該 町 に建設 しよう と計 画 をたて た とき、 当地 にあ った仏教 寺院 の僧侶 は その
建 設 に反対 したが、JICAは僧 侶 の暮 らす部 屋 を寄 進 して、港 湾建 設の許 可 を得 た ともいわ れて いる
[JEGANATHAN2009コ。 なお、澁谷 に よれば、王女が上陸 した地 はポ トウィルという伝説 もある[澁 谷
2010:49]o
同様 のス トー リー は近 年にな って頻繁 に語 られ るようにな った。LTTEは本来 タ ミル人の一部か らなる
武装組織 にす ぎない のだが、長期 にわたる内戦 によ り、 タミル人 は異 人であ り、異人 である侵略者 を率
いてい るの がLTTEの 指導者 である との言説が流布 し始め、古代王朝 の首都 アヌ ラー ダプラを攻略 した
南 イン ドのチ ョーラ朝の王 をLTTEの指導者 に求め、再 び首都 を奪還 した ドゥ トゥギ ャムヌ王 を現大統
領 にた とえる言説 も登場 した。儀式で大統領 を迎 える際 に古代 王朝で王 を迎え るの と同 じ方式で迎 える
こともあ る。 内戦終了後 に、 もとのLTTE支配地 に、仏教寺 院が新 た に建設 されている。 もともとタミ
ル人の人 口が多い地域 に も仏教 寺院が あった ことは確 かであるが、終戦 と同時に新た に仏教 寺院 を建て
た り、 またタ ミル語 を母語 とする人が大半 を占め る地域 にシ ンハ ラ人(と りわけ軍人家族)を 入植 させ
た りす るケースが増加 している。 タミル人が所 有 してい た土 地や店 を軍が接 収 し、除隊 したシ ンハ ラ人
に耕作や管理 をまかせている例 もあ る。
デヴ ォル に関 しては[鈴 木1996:431-509]を参照。津波 後にデ ヴォルはさらに人気 のある神 とな り、毎





な どである(す べ て2011年12月20日閲覧)。
津 波の際 に多 くの人々が亡 くなったが、LTTEの指 導者 もヒン ドゥー寺院 に参拝 中に流 された とい う噂
があった。
10)この ような現象 は津 波の ときだけでな く、内戦時 に もあった。 ヒン ドゥー女神 は命 の保護 と命 を奪 うと
いう両面 をもつが、息 子 を戦闘で失 った母親 は命 の保 護 とい う役割 を果た さなかった女神 に怒 り、定期
的な儀 礼 を行 わな くな り、か わって よ り力 の強い カーリー女神 を崇拝 す るようにな った(LAWRENCE
2003:106-107)。
11)菩提樹 の根 元に香 りの良 い牛乳 や水 をか けるという古 くか らあ った慣 習は廃れてい た。 しか し、1970年
代以降、高名 な森林僧が考案 した仏陀供養 のなかに菩提樹供養 も加 わ り、ポ ピュラーになった。
12)浜の水揚 げ場 に新 しい建物 が建設 されたこ とと、漁家 に融 資 を行 う漁民銀 行の建物が建 築途中で あるな
どの変化 もあ る。 またほ とん どの家庭 に電 気が ひか れ、水 道が各家庭 の庭 先 まで ひかれた ことで、女性
は日課であ った井戸や共同水道への水 くみか ら解放 された。
13)スリラ ンカ在住 の 日本人 に より書 かれた印象 的な記事が ある。大樹 の根元 に誰 かが小 さな仏像 を置 き、
やがて少 しずつ増えてい った様子が写真 とともに掲載 されて いる。
http://blog.livedoor.jp/yesterday_ito/archives/1370897.htm1(2011年12月20日閲覧)
14)Cの家 族は、息子 の一人がアー ルーダを もってお り、かつて はダデ ィム ンダ神 が見 えると言 って小神祠
を家の庭 に建立 した こともあ る。
15)タルナ ウェ ラのガ ラー トヴィルについて は[高 桑2008:432-435]を参照。
16)タルナ ウェラの人た ちが シュワ ・カー リー と言 うカー リーは、タ ミル人社会 でい うシュマシ ャーナ(墓
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場 の)カーリーのことか不明 である。現在 のシ ンハラの間では このカー リーは ソホ ン(墓場 、墓地の)・カー
リー とい うが、タルナウェラで はソホン・カー リー とい う言葉は聞かれ なか った。タミル語の シュマ シャー
ナが シ ンハ ラ風 に託った ものか今後検討す る必要があ る。
17)オー カ ンダはカタラガマ神殿 よ りさらに東北 のヤー ラ国立 自然公園の入 り口にあ り、 この地の岩の上 に
祀 られたカ タラガマ神(タ ミル人の間ではムルガ ンやス カンダと呼 ばれる)も 参拝の対象 となっていた。
ダクヌ ガマ村 の漁 民は南西モ ンスー ン期 に当地に移動 して操 業 してい たが、この時 にオーカ ンダの カタ
ラガマ神 に参拝 した。 カタラガマの現在の司祭 は タミル人 だがシ ンハ ラ語 がで きる。 オーカ ンダの前司
祭がLTTEに 殺 されたので、 カタラガマの司祭が兼任 している。
18)たとえば、プラスチック製 の食器類 、食糧保存容器 、箱(衣 類や道具 を入 れる もの)、マ ッチ、ろ うそ く、
洗 面器、バケ ツ、 タオル、衛生用 品な どであ る。冗談めか しなが ら 「これ らで商売 を始 めよ うか」 など
とい う人 もいる。
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